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研究活動・著書他 

日本国内のひずみ集中帯，特に山陰ひずみ集中帯における断層分布およびその発達過程に関する

研究を行っている．また，南海地震・東南海地震に代表されるプレート境界型地震の震源域におけ

る断層挙動に関する物質科学的研究を行っている． 
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講演概要等 

山陰地方は，確認されている活断層が少ないものの，地震活動が中国地方の他の地域より多いこ

とが知られている．内陸型地震の多くは活断層の活動によって生じるため，地震活動が多いにもか

かわらず，確認されている活断層が少ないということは，まだ確認されていない活断層が複数存在

するということを示している．本講演では，山陰地方で確認されている活断層が少ない理由につい

て紹介する．また，地震ハザードとしての活断層を抽出するために現在行っている，野外調査を主

体とした研究の内容について紹介する． 


